
広報　常陸大宮　　　　平成２５年３月号４

に
は
、
常
陸
大
宮
市
の
魅
力
を
絶
え
ず
情

報
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
常
陸
大
宮
市
の
魅
力
を
絶

え
ず
創
造
し
、
そ
の
魅
力
を
道
の
駅
の
利

活
用
を
通
じ
て
体
感
で
き
る
場
を
整
備
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
道
の
駅
整
備
コ
ン
セ

プ
ト
を
次
の
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。

﹇
基
本
方
針
﹈

◆
常
陸
大
宮
ブ
ラ
ン
ド
創
造
の
場
づ
く
り

　

常
陸
大
宮
ブ
ラ
ン
ド
創
造
の
た
め
、

  ※
１

６
次
産
業
化
を
推
進
し
、
地
場
産
品
の

地
産
地
消
の
場
や
、利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握

を
行
う
※
２

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
の

役
割
も
担
う
、地
場
産
品
を
活
用
し
た
新
商

品
製
造
・
販
売
の
場
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

※
１
農
林
漁
業
生
産
と
加
工
・
販
売
の
一
体
化

や
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
産
業
の

創
出
を
促
進
す
る
た
め
の
活
動

※
２
消
費
者
の
反
応
を
調
査
し
て
商
品
開
発
に

役
立
て
る
、
新
製
品
な
ど
を
試
験
的
に
販
売

す
る
店

◆
常
陸
大
宮
市
の
魅
力
を

体
感
で
き
る
場
づ
く
り

　

久
慈
川
や
そ
こ
に
広
が
る
豊
か
な
自
然

を
活
か
し
、
四
季
を
通
じ
て
常
陸
大
宮
市

の
魅
力
を
体
感
で
き
、
リ
ピ
ー
タ
ー
づ
く

り
に
つ
な
が
る
、
居
心
地
の
良
い
場
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

会
（
小
原
規
宏
委
員
長
ほ
か　

人
）
を
設

１９

置
し
、
同
委
員
会
は
平
成　

年
８
月
か
ら

２４

調
査
・
検
討
を
重
ね
、
平
成　

年
１
月
に

２５

「
常
陸
大
宮
市
道
の
駅
基
本
構
想
（
案
）」

を
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。（
左
写
真
）

　

こ
の
報
告
を
受
け
、
市
は
平
成　

年
２

２５

月
に
「
常
陸
大
宮
市
道
の
駅
基
本
構
想
」

を
決
定
し
ま
し
た
。
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道
の
駅
基
本
構
想
と
は
、
道
の
駅
を
整

備
す
る
た
め
の
考
え
方
や
方
向
性
を
示
し

た
も
の
で
、
目
的
、
整
備
コ
ン
セ
プ
ト
、

導
入
機
能
・
施
設
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
基

本
計
画
を
策
定
し
、
整
備
す
る
内
容
の
具

体
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

以
降
、
常
陸
大
宮
市
道
の
駅
基
本
構
想

の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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常
陸
大
宮
市
と
し
て
の
魅
力
や
情
報
を

一
元
的
に
取
り
扱
い
発
信
す
る
、
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
を
行
う
た
め
の
場
と
し
て
、

「
休
憩
施
設
」「
情
報
発
信
施
設
」「
地
域

振
興
施
設
」、
さ
ら
に
は
災
害
時
、
防
災

拠
点
と
し
て
の
役
割
も
併
せ
持
つ
「
道
の

駅
」
を
新
た
に
整
備
し
、
こ
れ
ま
で
は
一

つ
一
つ
の
目
的
地
が
独
立
し
て
い
た「
点
」

か
ら
、
地
域
全
体
と
い
っ
た
「
面
」
へ
の

広
が
り
を
育
む
こ
と
で
、
市
の
将
来
像
で

あ
る
「
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安
心
・

快
適
な
活
力
の
ま
ち
」
の
実
現
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
整
備
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

道
の
駅
基
本
構
想

道
の
駅
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た

を
策
定
し
ま
し
た

道
の
駅
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た

常
陸
大
宮
市

▲左から三次市長、柏副委員長、
　小原委員長
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道
路
利
用
者
の
た
め
の
「
休
憩
機
能
」、

道
路
利
用
者
や
地
域
の
方
々
の
た
め
の

「
情
報
発
信
機
能
」、
そ
し
て
「
道
の
駅
」
を

き
っ
か
け
に
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
行

う
た
め
の
「
地
域
連
携
機
能
」
の
３
つ
の
機

能
を
併
せ
持
つ
施
設
が
「
道
の
駅
」
で
す
。

　

現
在
、
全
国
で
「
道
の
駅
」
が
設
置
さ
れ
、

平
成　

年
９
月　

日
現
在
９
９
６
カ
所
登

２４

１４

録
さ
れ
て
い
ま
す
。（
茨
城
県
内
９
カ
所
）

　

常
陸
大
宮
市
で
は
国
道
１
１
８
号
沿
線

へ
道
の
駅
を
整
備
す
る
た
め
、
そ
の
候
補

地
の
選
定
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
常

陸
大
宮
市
道
の
駅
候
補
地
選
定
委
員
会

（
小
原
規
宏
委
員
長
ほ
か
８
人
）
を
設
置

し
、
平
成　

年
７
月
、
同
委
員
会
か
ら
の

２４

報
告
を
受
け
、
岩
崎
地
区
に
道
の
駅
を
整

備
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
市
は
道
の
駅
整
備
の

根
幹
と
な
る
基
本
構
想
を
策
定
す
る
た

め
、
常
陸
大
宮
市
道
の
駅
整
備
検
討
委
員
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広報　常陸大宮　　　　平成２５年３月号５

◆
常
陸
大
宮
市
の
情
報
発
信
と

交
流
の
場
づ
く
り

　
「
里
山
」に
住
む
人
々
の
知
恵
や
技
を
後

世
に
伝
え
る
と
い
う
自
信
と
と
も
に
、
常

陸
大
宮
市
の
魅
力
を
誇
り
を
も
っ
て
情
報

発
信
す
る
た
め
、
観
光
客
だ
け
で
な
く
、

地
域
住
民
の
交
流
や
安
全
・
安
心
に
寄
与

す
る
場
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

道
の
駅
整
備
の
目
的
や
整
備
コ
ン
セ
プ

ト
を
踏
ま
え
、
そ
の
実
現
の
た
め
、
次
の

よ
う
な
機
能
を
導
入
し
ま
す
。
併
せ
て
今

後
、
基
本
計
画
に
お
い
て
、
具
体
的
な
検

討
を
行
う
導
入
施
設
を
整
理
す
る
と
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

１　

休
憩
機
能

①　

時
間
利
用
可
能
な
清
潔
な
ト
イ
レ

２４
②
誰
も
が
停
め
や
す
い
十
分
な
規
模
の
駐

車
場

③
気
軽
に
休
む
こ
と
が
で
き
る
休
憩
ス

ペ
ー
ス

２　

情
報
発
信
機
能

①
地
域
・
観
光
情
報
を
は
じ
め
、
多
様
な

情
報
提
供
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設

３　

地
域
連
携
機
能

①
飲
食
・
直
売
施
設

②
常
陸
大
宮
ブ
ラ
ン
ド
創
造
機
能
（
６
次

産
業
化
機
能
）

●
地
場
産
品
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
・
販
売
、

地
元
食
材
を
使
用
し
た
料
理
を
提
供

で
き
る
飲
食
施
設

●
地
場
産
品
を
活
用
し
た
加
工
品
の
製

造
・
販
売
施
設

●
飲
食
・
加
工
施
設
、
直
売
所
な
ど
で
使

用
・
販
売
す
る
農
産
物
の
栽
培
施
設

③
交
流
体
験
機
能

●
農
業
体
験
（
栽
培
・
収
穫
）
や
四
季

を
通
じ
て
人
々
が
憩
い
、
自
然
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
る
施
設

●
人
々
が
気
軽
に
久
慈
川
と
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
施
設

●
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
で
き
る
広
場

●
料
理
、
郷
土
工
芸
の
製
作
体
験
が
で

き
る
施
設

●
気
軽
に
利
用
で
き
る
多
目
的
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス

４　

そ
の
他
機
能

①
環
境
保
全
機
能

●
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
発
電

施
設

●
電
気
自
動
車
の
充
電
の
た
め
の
施
設

②
防
災
拠
点
機
能

●
避
難
場
所
と
し
て
利
用
の
際
に
必
要

な
備
品
保
管
施
設

●
災
害
時
、
水
、
燃
料
、
電
気
、
ト
イ

レ
等
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
た
め
の

設
備

③
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
導
入

１　

整
備
主
体
及
び
整
備
手
法

　

道
の
駅
の
整
備
手
法
に
つ
い
て
は
、
道

の
駅
を
構
成
す
る
施
設
を
す
べ
て
設
置
者

が
整
備
を
行
う
「
単
独
型
」
と
駐
車
場
・

ト
イ
レ
・
情
報
発
信
施
設
の
一
部
を
道
路

管
理
者
が
整
備
し
、
そ
の
他
を
設
置
者
が

整
備
を
行
う
「
一
体
型
」
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
道
の
駅
に
つ
い
て
は
、「
一
体

型
」
で
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
関
係
機

関
と
の
調
整
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２　

管
理
運
営
手
法

　

管
理
運
営
手
法
に
つ
い
て
は
、
市
が
直

接
管
理
す
る
方
法
（
公
設
公
営
）
と
市
が

施
設
を
整
備
し
、
指
定
管
理
者
制
度
の
も

と
民
間
団
体
等
が
運
営
す
る
方
法
（
公
設

民
営
）
が
あ
り
ま
す
。
道
の
駅
は
、
公
益

事
業
と
収
益
事
業
の
両
面
を
持
つ
施
設
で

あ
り
、
収
益
事
業
に
お
い
て
は
採
算
性
の

確
保
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
こ
と
が
期
待
で
き
る

公
設
民
営
方
式
に
よ
る
管
理
運
営
体
制
づ

く
り
を
検
討
し
ま
す
。

　

道
の
駅
が
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
、
何

度
も
足
を
運
ん
で
く
れ
る
、
利
用
さ
れ
続

け
る
魅
力
あ
る
施
設
と
す
る
た
め
に
は
、

施
設
整
備
の
ほ
か
ソ
フ
ト
面
の
充
実
も
必

要
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
次
の
点
に
つ

い
て
、そ
の
具
体
化
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

・
地
域
住
民
の
参
画
・
協
働
に
よ
る
取
り

組
み
の
展
開

・
周
辺
地
域
と
の
連
携
や
多
様
な
団
体
・

企
業
と
の
連
携
に
よ
る
道
の
駅
の
魅
力

向
上

・
持
続
的
に
発
展
す
る
道
の
駅
づ
く
り

■
問
い
合
わ
せ
■

　

商
工
観
光
課　

道
の
駅
整
備
推
進
室

�
　

－

１
１
１
１　

内
線
２
７
３

５２

■道の駅導入機能

■道の駅整備コンセプト

常陸大宮ブランド
創造の場づくり

常陸大宮市の情報発信
と交流の場づくり

常陸大宮市の魅力を
体感できる場づくり

【休憩機能】

【その他機能】　①環境保全機能　②防災拠点機能　③ユニバーサルデザイン

【情報発信機能】 【地域連携機能】

常陸大宮市の魅力を常陸大宮市の魅力を
創造・体感・発信するための場づくり創造・体感・発信するための場づくり

常陸大宮市の魅力を
創造・体感・発信するための場づくり
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